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計画策定の背景（ P5）   

概要版  

情報化社会の進展、長寿命化、少子・高齢化、就業・就労状況の変化、子どもの貧困 など、様々な
課題と社会情勢の変化のなか、予測困難ともいえる時代を迎えています。学校教育においても、子ど
もたちにどのような力を育んでいくのかを明確にし、それらに対応できるよう見直していく必要が
あります。  

教育委員会では、国の第３期教育振興基本計画、東京都の第４次東京都教育ビジョン等の趣旨を踏
まえながら、本市における教育の現状と課題を整理するとともに、目指す方向性を明らかにするた
め、現（第二期）計画を改定し、第三期武蔵野市学校教育計画を 策定しました。  

第三期武蔵野市学校教育計画

計画の位置付けと計画期間（ P5）   

武蔵野市第六期長期計画  
 

第三期

 

□新学習指導要領では、「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力 等」「学びに向かう力、人間性 等」
といった資質・能力の育成が求められています。そのため、学校では、児童生徒が話し合ったり 課題
を追求したりする授業を展開することで、「主体的・対話的で深い学び」を実現することや、「カリキ
ュラム・マネジメント」に取組むことで、教育活動の質の向上を図っていく必要があります。(P30,42) 

□特別支援教育、不登校対応、日本語指導などを必要とする児童生徒の増加等により、一人一人の教育
的ニーズに的確に対応するための相談機能及び学習環境の整備、保護者・地域への理解促進が求めら
れています。 (P27,28,33,42) 

□教員の長時間労働の実態が明らかとなっており、校務の改善を図り、児童生徒に向き合う時間の確保
が必要です。 (P37,43) 

□保護者の就労状況が変化し、地域の大人が地域行事に参加しにくい現状において、学校・家庭・地域
が 子 ども の 育 ち に 対 す る 目 標を 共 有 し 、それぞれの役割を主体的に果たすためのしくみを整える必
要があります。 (P34,43) 

□未来を見据え、給食調理施設を含めた学校施設の計画的な更新・保全が必要で す。 (P39,40,43) 

現状と課題（ P27～ 43）   

第１章  
計画の位置付け  

計画策定の背景・趣
旨、位置付けなどを
記載  

第２章  
現状と課題  

こ の 間 の 教 育 に 関
わる様々な動き、前
計 画 の 取 組 状 況 か
ら課題を抽出  

第３章  
第 三 期 学 校 教 育
の 基 本 理 念 と 施
策  

計画の基本理念、施
策 の 基 本 的 な 考 え
方、施策と主要な取
組について記載  

 

計画の構成  

教育基本法第 17 条第 2 項に定める「教育の振興のための施策に関する基本的な計画」の一部とし
て、教育委員会が目指すべき学校教育の基本的方向性を示したものです。  

武蔵野市第六期長期計画の方向性を踏まえるとともに、第五次子どもプラン武蔵野（子ども・子育
て支援法に基づく「子ども・子育て支援事業計画」等に位置付け） にもその一部を反映しています。 

本計画の期間は、令和２年度から６年度までの５年間です。  

基本理念 

 

「生きる力」を育む教育を一層推進するとともに、子どもたち一人一人が様々な  
変化に主体的に向き合い、他者と協働して課題を解決していく力を育んでいきます。  

２．武蔵野市教育委員会の計画の概要  
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英語教育の充実（P52）  
 
〇英語の授業力の向上     

○市講師制度を活用した指導の実施 

〇ALT（外国語指導助手）の配置 

〇地域との連携等による日常的に英語と触

れ合う教育活動の実施 

 
武蔵野市民科の実施（P57）

  
〇小学校第５学年から中学校第３学

年を対象に、教科横断的なカリキ

ュラムにより、「自立」「協働」「社

会参画」に関する資質・能力（市民

性）を育成 

 
人権教育の推進（P60）  
 
〇いじめ、外国人、性自認、性的指向、

女性、障害者など人権課題を取り上

げた学習の確実な実施 

〇多様な人々と関わる体験活動 

〇ボランティア活動の推奨 

 

重点的な取組 

 
特別支援教室（通級）の体制整備（ P64）

  
〇特別支援教室の全市立中学校への導入 

〇小学校特別支援教室の拠点校増設による、巡回指導教員と

児童の在籍校の連携維持、強化 

 
スクールソーシャルワーカーと 
家庭と子どもの支援員の配置拡充 （P66）

  
〇不登校傾向の児童生徒の早期発見、早期対応 

〇スクールソーシャルワーカーの全中学校区（６名）配置と

家庭と子どもの支援員の配置拡充 

〇保護者への情報提供、交流の場づくり 

 
交流及び共同学習の推進（P62）  
 
〇特別支援学級と通常の学級との交流及び共同学習を推進

するための支援策の検討 

〇全小・中学校における交流及び共同学習の事例の共有 

〇教員、児童生徒、保護者、地域、関係機関に対する特別支

援教育及び合理的配慮に関する理解促進 

 

 
不登校児童生徒の多様な学びの場の 
あり方の検討と確保 （P66）  
 
〇チャレンジルームの機能強化と複数箇所設置の検討 

〇フリースクールの実態把握と学校連携強化 

〇不登校特例校の多角的研究 

 
武蔵野市立小・中学校における働き方改革の推進 

（P72） 
〇出退勤、出張等管理の ICT化       

〇学校徴収金管理システムの導入による事務軽減 

〇市講師の配置による教員の持ち時数削減、学習指導補助員

等の人的支援の拡充、一部教科担任制の導入 

〇清掃・給食等を見守り・支援するボランティア制度の検討 

〇スクールロイヤー制度の検討 

〇教員がアクセスしやすいクラウド環境整備等の検討 

 
切れ目のない 
相談支援体制づくり （P67）  
               
〇教育推進室と教育支援センター 

それぞれのさらなる機能強化      

〇入学前後における切れ目のない支援 

〇相談員の資質向上、適切な配置による教育支援センターの

体制強化 

 
主体的・対話的で深い学びの実現に向けた 
教員研修の実施 （P74）   
 
〇教育推進室による教員研修の充実 

〇若手教員、臨時的任用教員等に対する、教育アドバイザー

の授業観察・支援 

〇OJT の推進 

〇外部研修や模範授業、公開授業への積極的な参加奨励 

 
学校・家庭・地域が目標を共有した 
学校協力体制の構築 （P76）  
 
〇学校・家庭・地域を巡る様々な課題を踏まえた、学校・保

護者・地域の協働による学校運営のあり方の検討 

〇地域コーディネーターを中核とした組織的な協働のあり

方の検討 

 
新学校給食桜堤調理場の整備（P80）  
 
〇新学校給食桜堤調理場の建替による安定的な学校給食の

提供 

〇地域人材の活用による効果的な調理場の運営 

〇地域や家庭における食育推進 

 
学校改築の計画的な推進（P79）  
              
〇学校施設整備基本計画に基づく、 
計画的な学校施設の改築  

       

編集・発行      

令和２年２月 武蔵野市教育委員会教育部教育企画課 0422-60-1894 

計画全文はこちらから 



改築順グループ判断基準

施設の建築年数を基本に、必要に応じて施設の劣化状況なども総合的に考慮し決定

①最も古い校舎棟が築50年超で、次の計画改定までに築後60年超となる。

②劣化状況調査結果で改築を検討すべき項目がある。

該当 非該当

第１グループ 第２グループ

第二小学校（①） 第五小学校（①）

境南小学校（②） 井之頭小学校（②）

第一中学校（①） 第二中学校（①）

第五中学校（①） 第六中学校（②）

同一中学校区内の小学校と中学校では

中学校を先に改築する

同一中学校区内で仮設校舎を共有せざ

るを得ない場合、連続して事業を行う

第一小学校 第三小学校

第四小学校 大野田小学校（体育館）

本宿小学校 関前南小学校

桜野小学校 第三中学校

第四中学校

計画改定時に改築順序を決定する

本市における教育の現状と課題に対応する

教育企画課　財務係　TEL（60）1972問合せ

第１グループの改築年次案

改築順の考え方

今後の

取組

令和2年度から第一中学校、第五中学校の改築に着手

します。

学校、保護者、関係者、地域住民、教育委員会等によ

る改築懇談会（仮称）を学校ごとに設置し、基本構想・

基本計画を策定します。策定にあたっては、アンケート、

説明会、ワークショップなど、地域住民が話し合える場

の設置も検討します。

武蔵野市学校施設整備基本計画
　本市の市立小中学校施設は今後連続して、更新の検討の目安となる築後60年を迎えます。今後は「武蔵野

市学校施設整備基本計画」に基づき計画的に更新を進めます。本計画は令和２年度～ 25年度の24年間を計

画期間とし、８年ごとに改定します。

１　予防保全

 本市は予防保全（劣化の進行を予測したうえで、損傷が深刻化する前に修繕を行う管理手法）の考え方に

沿って劣化・改良保全整備を実施しています。

2　保全部位の調査

 営繕担当部署が施設ごとに原則毎年すべての保全部位を調査し、その結果をもとに保全を行っています。

3　保全・改修計画との連携

 これまで行ってきた劣化・改良保全整備に快適性を高める内装改修や保全部位以外で定期的に更新が必

要な部位の改修も含めた『保全・改修計画』を定め、本計画との連携を図ることでより計画的な維持管理

を行います。

１　学校施設整備にあたっての考え方

●学習や教育の変化に対応し、主体的・対話的な学びができる施設　●安全でゆとりのある施設

●地域のつながりを育てる施設　●学校施設の機能・性能の維持・向上

２　計画・設計の具体的事項

●ゆとりのある普通教室（小学校68㎡前後、中学校76㎡前後）

●全体の面積は諸室面積基準を元に、児童・生徒数を勘案し算定

３　改築順序とスケジュール

●建築年数を基本に、必要に応じ劣化状況なども総合的に考慮

●工事は1年2校

４　事業費（現段階での参考試算）

　  本計画期間（令和２年度～ 25年度）で、改築743億円、改修131億円を見込んでいます。

計画の内容

改築までの既存校舎における保全・改修について

学校施設整備基本計画の
全文はこちらから

年度
2020

（令和 2 年）
2021

（令和 3 年）
2022

（令和 4 年）
2023

（令和 5 年）
2024

（令和 6 年）
2025

（令和 7 年）
2026

（令和 8 年）
2027

（令和 9 年）
2028

（令和 10 年）
2029

（令和 11 年）
2030

（令和 12 年）
2031

（令和 13 年）

第五中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

第五小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第一中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事 仮設共用 仮設共用

井之頭小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第六中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二中
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

第二小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

境南小
基本構想・
基本計画

基本設計 実施設計 工事 工事

令和２年３月策定
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図書館基本計画の全体像 

図書館の力を高める 

基
本
方
針

図書館の力を地域に活かす 

(1)すべての人が「読む」楽しみを実感できる

図書館

・インターネット時代にも変わらない読書の楽しみ、

図書だからこそ得られる感動の体験を拡げていき

ます。

・子どもや青少年、来館困難な市民や障害のある

市民にも目を配り、読書への意欲に寄り添った

支援をしていきます。

(2)すべての人が「知る」楽しみを実感できる

図書館

・「知る」楽しみ、体系的に調べ考えることによ

り得られる「知」の価値や楽しさを、市民に拡

げていきます。 

・レファレンスの高度化を実施します。

(3)「デジタルの力」を取り入れ、活かす

図書館
・ICT技術を活用し、デジタル時代に相応しい

新サービスの導入や既存サービスの高度化を

図っていきます。

(1)地域住民の課題解決を支援する 

図書館

・地域の課題解決に取り組んでいる行政の部署、

専門機関、民間団体、市民団体、NPO団体など

との協力・連携・協働を強化し、市民の課題

解決を支援します。

(2)人々の交流と文化創造を支援する 

図書館

・３館それぞれの特性を生かしながら、青少年

活動や市民活動、学校教育など、各種の機能と

効果的に連携して、市民交流や地域文化の創造

を支援します。

重
点
取
組

・すべての人への適切な読書環境と読書支援の実施

・レファレンスの強化と普及

・蔵書方針の見直し

(複本冊数の抑制・3館の地域特性を活かした選書)

・情報発信力の強化

・専門人材の育成・強化

・地域課題解決支援の強化

（他部署や他機関、学校などの教育機関、地域

の団体や企業などとの連携や協働の推進） 

・市民への適切なサービス提供

（市外登録者のサービス内容の見直し）

・中央図書館の役割の明確化と運営形態の検討

↓基本方針実現のために、本計画期間において特に取り組む重要な項目↓ 

 第１期図書館基本計画の後、インターネットの普及、地

域の課題解決における図書館の役割の拡大など、図書館を

巡る環境は大きく変化しました。また、武蔵野市に限って

みても、全国的にみて非常に活発な図書館サービスを提供

し続けている一方で、市外利用者が想定を上回り市民利用

を圧迫しつつあること、資料の収蔵スペースの余剰が少な

くなり、今後の資料収集への影響を考える必要が出てきて

いることなど、新しい課題が出てきています。 

 本計画では、上記を踏まえ、図書館の原点に立ち戻って

「図書館の力」を一層高めていくこと、それを地域に活か

していくことで環境変化への対応をしていくことを基本の

理念および方針とし、重点的な取組と、具体的な実施計画

を立案しています。 

ひと と まち を「知」で支える 
 
 

基
本
理
念 

図書館の責務である「知る自由の保障」を原点におき、すべての市民にとっての知の面でのセーフ
ティネットを目指します。

読書ならではの楽しさや喜びを提供し、武蔵野市民が知りたいこと・考えたいこと・解決したいこと

を「知」の側面から支えていくために、図書館の力を高め、市民と地域の生き生きとした活動に貢献 

していきます。 



実施計画の体系    

図
書
館
運
営
に
関
す
る
項
目 

図
書
館
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
項
目 

図書館施設・機能の充実 (1) 

図書館機能の充実（配本サービス、団体貸出、公共施設での窓口開設） ① 

既存施設の整備・改修（計画修繕・改修、中央図書館リニューアル検討、館内環境整備） ② 

図書館情報システムの改良（情報発信力の向上、省力化・サービス向上） ③ 

安心して利用できる図書館環境の構築 (2) 

利用者の安全性を高める設備・サービスの充実（防犯カメラ、安全維持、防火・防災） ① 

個人情報とプライバシーの保護 ② 

危機管理体制の構築（マニュアルの改善・更新、危機管理研修・訓練） ③ 

質の高いサービスを支える体制整備 (3) 

職員の人材育成（計画・継続的な育成、視察・外部研修、政策立案・形成人材の育成） ① 

施設の管理運営形態（中央図書館の運営形態、開館日・開館時間の検討） ② 

図書館運営評価の実施（内部評価・目標設定に基づく事業執行、図書館運営委員会） ③ 

地域の情報拠点としての情報の蓄積 (1) 

一般図書（地域特性等を生かした選書、除籍基準見直し、DB強化、電子図書研究） ① 

逐次刊行物（新聞・雑誌等） ② 

視聴覚資料（ＣＤ・ＤＶＤ等） ③ 

児童・ヤングアダルト（青少年）資料 ④ 

郷土・行政資料（ふるさと歴史館との分担での収集、地域課題解決支援など） ⑤ 

利用困難者サービス資料（録音・点訳・大活字本等） ⑥ 

市民や関係機関と連携したサービスの充実 (2) 

市民との協働 ① 

他の図書館施設、行政部局との連携・協力（大学図書館・専門図書館、庁内サービス等） ② 

学校との連携・協力 ③ 

図書館の活用と情報収集の支援 (3) 

本に親しめる環境の整備（情報提供、子ども読書活動推進計画、各種読書支援活動など） ② 

市民の学びと課題解決の支援 (4) 

レファレンスサービスの強化・普及（「知る楽しみ」の普及活動など） ① 

「知る楽しみ」を拡大する情報の収集、提供、発信（インターネット利用環境の充実など） ② 

課題解決の支援（行政他部署・大学・地域団体との連携、図書館による課題発掘など） ③ 

貸出・閲覧サービス（市民への適切なサービス水準の確保） ① 

市民の生涯学習や市民活動の支援の充実 ③ 

 前述の理念・方針・重点的な取組を踏まえ、下記の実施計画を策定しています。 

開かれた図書館運営 ④ 



各図書館の役割分担

各圏域における図書館サービスの分担 
武蔵野プレイス → 武蔵境圏＋青少年活動／市民活動／生涯学習  吉祥寺図書館 → 吉祥寺圏＋吉祥寺地域密着情報の収集 

武蔵野プレイス 
  

▶ 青少年活動支援、市民活動支援、生涯学習支援
との複合機能施設

▶ 新たな「若者の居場所」

▶ 武蔵境の新たな賑わい拠点

吉祥寺図書館 
 

▶ 吉祥寺の来街者を含む幅広い層に対応

▶ 吉祥寺の地域密着情報の提供や発信を通じて、
まちの文化振興、地元産業支援を実現

多世代の交流情報拠点 

中央図書館  

  

地域館機能 → 市中央圏＋学校支援、福祉分野などでの地域課題解決支援 
中央館機能 → 司令塔＋サービス基盤提供＋専門機関連携 

▶ 市中央圏の図書館であるとともに、施設を舞台としない３館共通の事業を展開

（図書館行政、資料収蔵、図書館情報システム構築、学校支援、読書の動機づけ、来館・利用困難者向け事業等）

▶ 今後は上記実績に加えて下記の役割を強化し、中央館としての役割を拡大させる

①図書館行政企画・立案の拠点として機能

②資料収蔵、図書館情報システム構築・提供、人材育成など、３館の運営・サービス基盤を整備・提供

③大学図書館、専門図書館、専門機関などと連携し、専門的な「知」へのニーズに対応

④学校教育、福祉領域を中心とした地域連携、地域課題解決支援活動を展開

吉祥寺の駅前情報拠点 

武蔵野市の「知」を支える政策立案拠点 

統括・支援 

事業の推進体制

事業推進のプロセスと体制は、下記のとおりです。 

ステップ１ 具体目標・指標の設定

▶本計画に基づき、具体目標（設定が可能な項目は数値指標）を設定する。
①重点取組についての目標・指標設定 ②各施策についての目標・指標設定

③事業単位での目標・指標設定 ④目標・指標設定についての図書館運営委員会での確認

ステップ２ 事業の実施

ステップ４ 図書館運営委員会評価（外部評価）

▶年度ごとに、図書館運営委員会において、内部評価を参考に外部視点からの評価を受ける。
①具体目標・指標の妥当性   ②内部評価の確認と改善方針

▶事務局は毎年「武蔵野市の図書館」を発行し、詳細な事業報告を情報公開する。
これを図書館運営委員会に報告し、同委員会での検討を踏まえ、外部評価の一つとする。

ステップ５ 内部評価・外部評価に基づく改善
▶事務局による内部評価、図書館運営委員会による外部評価に基づき、改善策を検討し、実施する。

ステップ３ 事業実施に伴う事務局評価（内部評価）

▶年度ごとに、具体目標・指標への達成状況を評価する。
 A 目標を達成している／目標達成に向けて計画的に進行している 

B 概ね達成している／計画的に進行しているが、一部に遅れや課題がある 

C 目標達成に対して無視出来ない遅れや課題がある／計画が進行していない 
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